　 eq \o\ac(□,5)　２－９　災害時における応急対策業務に関する基本協定　
　 eq \o\ac(□,5)　２－９　災害時における応急対策業務に関する基本協定　

２－９　災害時における応急対策業務に関する基本協定

　（協定の趣旨）

第１条　この協定は、松川村地域防災計画に基づき、災害発生時における松川村が管理する公共施設の応急対策業務に関して、松川村長（以下「甲」という。）が松川村建築業協会及びその会員（以下「乙」という。）に協力を求めるときの手続き等を定めるものとする。

　（協力要請）

第２条　甲は、災害が発生し、松川村単独では充分な緊急対策業務が実施できない場合において、乙に応急対策業務の協力を要請することができる。

　　乙は、甲から前項による要請があったときは、特別な理由がない限り、甲に対し速やかに協力するものとする。

　（費用負担）

第３条　乙が実施する応急対策業務に係る資材費用は、甲が負担するものとする。

　（損害の負担）

第４条　応急対策業務の実施に伴い第三者に損害を及ぼしたときは、その賠償の責について甲乙双方が協議して定める。

　（労災補償）

第５条　応急対策業務中に乙の所属従業員が負傷し、若しくはり患し、又は死亡した場合は、乙の加入する労災保険により補償するものとする。

　（契約）

第６条　応急業務の実施にあたり、建設工事請負契約を締結した場合は、本協定の内容にかかわらず契約条項を適用する。

　（協議）

第７条　この協定に定める事項に関し疑義が生じたときは、甲乙協議して定めるものとする。

　この協定を証するために本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有するものとする。

　　　平成19年４月１日

甲　　　　松川村長　　　　　　　　　平　林　明　人　　印　　

乙　　　　松川村建築業協会　　　　　　　　　　　　　　　　　

会長　　　　　　　　　　宮　下　義　秋　　印　　
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